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教育・文化スポーツ常任委員会資料 

令 和 ４ 年 ( 2 0 2 2 年 ) 1 月 3 1 日 

文 化 ス ポ ー ツ 部 文 化 財 保 護 課 

 

 

 

「幻の安土城」復元プロジェクトについて 

 

 

プロジェクトの目的・概要 

 

「幻の安土城」復元プロジェクトは、謎に包まれた安土城の実像を解明し、目に見

える形にすることにより、安土城の価値・魅力を発信し、県および地域の盛り上がり

と将来における安土城復元を目指して、３つの柱で事業を進めています。 

 

 

 

 

    ・特別史跡安土城跡整備基本計画策定事業 

 

 

 

 

 

    ・デジタル技術を活用した「幻の安土城」見える化基本計画策定事業 

    ・安土城考古博物館展示リニューアル事業 

    ・「安土山図屏風」等安土城関連資料探索事業 

 

 

 

 

 

    ・ここ滋賀歴史セミナー 

    ・お城エキスポ 

    ・観光 PR、キャンページ（観光振興局） 

 

 

 

【柱１】実像の解明と保全 

「令和の大調査」および史跡の保全・整備 

【柱２】デジタル技術を活用した見える化 

デジタル技術を活用した安土城の見える化を進めるための基本計画の策定と安土城考古

博物館の展示見直しに取り組んでいます。 

【柱３】機運醸成 

セミナーなどを通して安土城についての知識を深めてもらうとともに、観光部局と連携

し、戦国をテーマとする観光キャンペーンを広く展開しています。 
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【柱１】実像の解明と保全（令和の大調査、史跡の・保全・整備） 

 

調査期間 主 な 調 査 結 果 等 

昭和 15・16 年

度の発掘調査  

安土城跡最初の学術的な発掘調査。 

 調査対象は天主・本丸跡である。 

 天主・本丸建物の礎石を検出し、金箔瓦をはじめとする遺物が発見され

た。 

昭和 35 年～50 

年度の発掘調査  

安土城跡の主郭部の石垣修理事業を実施。 

 昭和 37 年度、崩落土石の整理をした際、伝二の丸帯郭から門の礎石を検

出した。 

平成元～20 年度

の発掘調査  

 

特別史跡安土城跡調査・整備事業として実施。 

【調査】 

 伝大手道と道沿いの郭群 

 伝大手道では、築城当時のものと考えられる道が検出された。 

 伝羽柴秀吉邸跡・伝前田利家邸跡からは建物礎石が検出された。 

 伝羽柴秀吉邸跡では、全ての建物構成が明らかにされた。 

 主郭部 

 伝二の丸東溜りより火を受けた礎石と、礎石の上に建つ焼け焦げた柱の

痕跡や仕切りの壁が発見された。 

 主郭部の炎上の様子を物語るものとして注目される。 

 伝本丸建物の礎石が全て確認された。 

 南面 

 伝大手門跡より東に一つ、西

に二つの虎口が発見された。 

 南面の多目的広場からは 内

堀の石垣が検出された。 

【整備】 

 伝大手道の石段とルート、伝羽

柴秀吉邸の石垣、伝大手口周辺

の石塁と虎口等が整備された。 

 

 

 

 

 

令和の大調査 特別史跡安土城跡整備基本計画の策定（令和３～令和４年度） 

 史跡全体の８割が未調査となっている。 

 調査地、規模、期間等は、令和４年度の検討事項となっている。 

 天主が炎上・倒壊したと伝わる天主台北側等を調査地候補としている。 

 実現すれば、天主に使われていた資材等の発見が期待される。 

 発掘調査結果を踏まえ、石垣、見学通路等の整備を行う。 
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【柱２】デジタル技術を活用した見える化 

 

 

 

１ デジタル技術を活用した「幻の安土城」見える化基本計画（案）の概要 

 

① 目的 

 

 

 

 

 

 

 

② 基本的方向 
 
 

 

安土城および城下町が持つ価値や魅力を、調査研究成果や現存する歴史文化

資産等に基づく地域的な特性（ゾーニング）により、共通の背景や文脈を持つ

“まとまり”として掘り起こし、利用者等にとってわかりやすく楽しめる物語

へと展開します。 

 

 
 
 

デジタル復元された安土城および城下町等の『見える化スポット』を巡り、

拠点施設等をつなぐ周遊ルートを構築することで、安土の地に広がる重層的か

つ多彩な価値や魅力を堪能する多くの観光客を誘い、地域全体の振興につなげ

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見える化スポットの設置による周遊ルートの構築 

安土城に対する理解を深める 

地域振興・観光振興につなげる 

保存と活用の好循環を実現する 

ゾーニングによる「安土」の歴史文化の掘り起こしと物語化 
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③ ゾーニング計画 

安土城の調査研究成果をふまえて、対象範囲内について、地域の構造や歴史的背

景、資産の分布状況等に基づき、城の中枢をなす天主及び主郭部を中心に、その他

城郭部、安土城下町およびその周辺等の複数の地域区分（ゾーニング）を設定しま

す。 

 
 

天主ゾーン 

…特別史跡安土城跡のうち天主跡の区

域。 

主郭部ゾーン 

…特別史跡安土城跡のうち天主跡を除

く主郭部（伝本丸跡、伝二ノ丸跡、

伝三ノ丸跡、伝黒金門跡等）の区

域。 

安土山ゾーン 

…特別史跡安土城跡のうち安土城天主

及び主郭部ゾーンを除く区域。また

特別史跡外の一部（外堀周辺）を含

む。 

城下町ゾーン 

…城下町跡（推定）の範囲。 

城下町周辺・街道ゾーン 

…安土城下町ゾーン東側の農地（JR 線以北・

以南）及び街道（下街道・景清道）沿道の

範囲。安土城考古博物館及び周辺。 

内湖・琵琶湖ゾーン 

…西の湖周辺及び安土山を囲む旧内湖（安

土内湖・伊庭内湖）の範囲。加えて遠景

となる旧内湖（大中の湖）及び琵琶湖を

含む。 

 

 

 

 

ゾーンに応じた見える化の基本的考え方 
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④ 見える化スポットの設置による周遊ルートの構築 

 

 

イメージ図 

住民・地元自治会・地権者・道路管理者・警察（交通）等との

調整のうえ複数のルート・スポットを設定します。 

安土城および城下町の多様な価値に触れ、その魅力をより深く楽しむため、

ゾーン各地の「見える化スポット」や拠点施設等を巡り、地域を回遊する周遊

ルートを設定します。 

安土城郭資料館 

安土城跡 
ガイダンス施設 

松原の通り(下街道) 
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２ 安土城考古博物館展示リニューアル 
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３ 安土山図屏風等の資料探索 

① 情報収集 

ア 「安土山図屏風」等安土城関連資料探索ＨＰの公開(R3.10.26～) 

イ 「安土山図屏風」等安土城関連資料探索チラシの作成 

ウ 在日外国人特派員への情報提供 

エ 知事による大使館等の関連機関訪問 

オ 研究者・関係者等への意見聴取 

② 情報分析・調査等 

ア 寄せられた情報を分析のうえ、必要に応じて現物を確認し、資料的価値を評価

する。 

 イ 資料的価値が高いものについては、安土城考古博物館での展示公開を目指す。 

 

 

 

【柱３】機運醸成 

 

１ 観光施策 

観光ＰＲ・キャンペーン等 

（令和３年度の取り組み） 

「滋賀の魅力」観光ＰＲ事業・今こそ滋賀を旅しよう！宿泊キャンペーン

事業等 

 

２ 文化財保護普及啓発事業 

セミナー・現地探訪等 

（令和３年度の取り組み） 

お城ＥＸＰＯ、ここ滋賀歴史セミナー、連続講座「近江の城郭」等 
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令和８年(２０２６年)築城４５０年に向けて 

 

 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９～ 

柱 

１ 
令和の大調査 

復元の方向性

・方法の決定

と公表 

       

柱 

２ 

デジタル技術

を活用した見

える化 

基本計画 基本設計  

    

屏風等の資料

探索 

       

安土城考古博

物館展示リニ

ューアル 

基本計画 
各種調整 

・調査等 

実施設計 

（第一期） 

工  事 

（第一期） 

枯らし期間 

・開館準備 

   

柱 

３ 
機運醸成 

        

 

 

 令和の大調査 

 デジタル技術を活用した見える化 

 安土城考古博物館展示リニューアル 

平 成 の 調 査 ・ 整 備 

先 行 事 例 

類 似 事 例 

(第一期の工事費 ) 

： 20 年間 約 1,000,000 千円（国庫補助１／２） 

： 姫路城ＡＲ・ＶＲ 約 144,000 千円 

： 高知城歴史博物館   551,291 千円 

松江歴史館      618,401 千円 
 

築城４５０年 

観光施策・文化財保護普及啓発事業・地域の取り組み等 
取り組み 

のピーク 

実施設計・制作委託 

総括・発信 

オープン 

（第一期） 

ＨＰ・イベントを活用した広報、関係機関への協力依頼、調査等 

第二期に向けて 

 

一部

公開 
公開 全面公開 

整備基本計画 発掘調査（準備を含む）・保全・整備 

参 考（事業費） 

現地説明会 


